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総 説

咀嚼と小児の健康

二木 武

実践女子大学教授

1.序 咀嚼問題児の頻度

近年 、かめ ない子 、かまない子 など咀嚼問題児

が出現 したことに社会 的関心が集 まっている。 こ

の ような子が問題になったのは筆者の経験 では昭

和50年 頃か らで、お もに保育園で問題 になったよ

うに思 う。保育上の妨 げとなるからである。 しか

し当時 はその他の社会 にはほ とんど知 られていな

かった。昭和60年 前後 よりテレビ、新聞な どでこ

の ことが報道 される ようにな り、にわかに社会的

関心 を集めるようになった。

もちろん、かめない子、か まない子の出現 はそ

れ まで想像 だにで きなか ったシ ョッキングなで き

ごとであ り、事実 とすれば大 きな問題で、医療 関

係 で もとくに歯科方面で関心 が高 まって きた こと

は周知の とお りである。

ではそのような子が どれ くらいの頻度で出現 し

ているかについては もちろん過去 には調査 成績 は

見当たらない。 これについて東京放送(TBS)が 報

道の必要上調査 して昭和60年3月 に初めて発表 し

た。これによれば全国約40万 人の保育園児で噛め

ない子が2～3歳 児で1.7%、4～5歳 児 で0.8%に

み られた とい う1)。 ただ しこの場合 の 「かめない

図1食 事の噛み方(厚 生省母子衛生課1986)
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子」 とい う客観的評価 はか な りむず か しく、 した

が ってある程度主観 的 ・相対的になるの は避 け ら

れ ない。 またアンケー ト調査する場合の項 目の表

現法 によっても左右 され るように思 う。昭和61年

に厚生省母子衛生課2)の 調査 もみ られるが、 これ

によれば図1の ごと くで、2～3歳 以降でか まな

い、丸飲 みなど咀嚼問題児が20～30%に み られる

ようである。

2.咀 嚼の意義

以上の ように咀嚼問題児 の頻度が決 して少 なく

ない数字である とすれば、これ はもちろんゆゆ し

き問題であるので、改めて咀嚼の意義を考 えてみ

たい。

これには食物 の消化や口腔 の衛生、危険物の発

見 が常識 となっているが、近年 は顎の発育 につい

ての論議が活発 になっているこ とは周知 のごと く

である。

この他 に筆者は、 口腔内は生体内で最 も敏感 な

感 覚器官 なので咀嚼活動 は情緒安定の役割 を担 っ

ていることを強調 したい3)。 いわゆるスキンシップ

(膚 と膚 の接触)が 乳幼児の情緒安定や心 の発達

に重 要な役割 を果 してい るといわれ るが、それと

同 じような意味で作用 している と考 えて よいので

とはないか。 これは従来、咀嚼欲 とも表現 されて

お り、何 らかの理 由で咀嚼で きない状態 が続 く

と、ひ どい欲求不満 の状態 に陥るこ とが 日常経験

され、逆 に欲求不満 の解消策 として指 しゃぶ り、

爪かみ、お しゃべ り、長電話、やけ食いな どの行

為がみ られるが、いずれ も咀嚼 と同列の行動 と考

えて よいであろう。いず れも口腔 内が敏感な感覚

器官なので、これか らの脳への刺激 とい う経路 で

情緒安定 の役割 を果 しているのであろう。近年 、

咀嚼行 動 の脳 へ の刺激 効果 につい ての関心が高

まっているが、臨床 的にはこの ような効果 と解す

れば理解 しやす い。 よくかんでおい しく食べてい

る子の情緒 は安定 し、反対 に非行児 の食生活に乱

れが多い といわれるの もこれ と関連 したこ とであ

ろう。

船越4)は 咀嚼 と知能の関係 についてネズ ミの実

験 を行い、かまなくて もすむ粉末餌 と固形 の餌で

育 てた2群 のネズ ミにつ いて迷路 テス トの成績 を

比較 した結果、後者がす ぐれ前者が劣 っていたと

いう。つ まりかまなければ知能が低下する ことを

示唆 していて興味深い。 しか し人間の幼稚 園児 に

ついてのかむ能力 と知能指数の間には有意差 はみ

られ なかった という。 しか し全 く咀嚼 しないか、

あるい は極端 にそれが少 なければ知能低下がみら

れるのではなかろうか。

3.咀 囎 は発達現象

なぜ、かめない子 になるか と原 因を探索する前

に、人間はいかに して咀嚼 できるようになるか と

考 えてみ る必 要が ある。そ して咀嚼行動 は発達現

象で、出生直後 は乳汁の吸畷 しかで きなか ったの

に、離乳期 に離乳 食 を順序 よ く学習す るこ とに

よって発達 し、獲得 し得 た能力であることを理解

する必要がある。決 して何 もしないで も自然に獲

得 で きる能力ではな く、練習 しなかった り不適正

な練習(離 乳のすす め方の不適当)の 場合 はそれ

が獲得 できない。つま りかめない子 ない し咀嚼問

題児 になりうるわけである。

そ して咀嚼の発達 については必ず一定 の順序性

がある。 これについてはすでに述べた5)と お りで

あ る。 す なち 口唇 を閉 じて ご くん と飲 み 込 む

(「 口唇食べ」)→ 舌 の上下運動で上顎 との間で

つぶ して食べ る(「 舌食べ」)→ 舌 を左右 に動か

して歯 ぐきでつぶ して食べ る(「 歯 ぐき食べ」)

の順序 で発達 し、決 して途中 をとば して発達す る

ことはない。(図2)

この ような発達の順序性は離乳食 を食べ てい る

ときの乳児 の口唇 を中心 とした動 きの観察 および

その ビデオ撮影像の分析か ら考察 した結果 による

ものである。 もちろん、口唇 を閉 じて咀嚼 中の口

図2 咀嚼発達過程
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腔の中を直接観察 し得たわけではないが、通常舌

の動きは口唇や顎の動きと密接に関連 しているこ

とから後者の注意深い観察により前者の動きはだ

いたい推定可能である。この研究は向井美恵昭和

大学歯学部助教授 との共同研究によるものである

が6)、 向井氏 らはこれに先立ち障害児の摂食機能

の発達についての同様な方法による約10年 にわた

る研究観察があ り、その成果が本研究の基礎 と

なったものである。

次にこのように順調に咀嚼能力が発達するため

には離乳のすすめ方が適切でなければならない。

この場合、離乳食の調理形態が咀嚼能力の発達 レ

ベルに適 したものであることが最 も大切である。

すなわち上述の口唇食べ→舌食べ→歯ぐき食べの

咀嚼の発達 レベルに応 じてそれぞれ、どろどろ食

→舌でつぶれる硬 さ→歯 ぐきでつぶれる硬 さの離

乳食へ と適正にすすめる必要があり、このすすめ

方に無理があり、例えば能力以上の硬い離乳食を

早くから与えすぎるとそれから後の発達はス トッ

プする。またいつまでも軟らかすぎるものを与え

ていれば、咀嚼能力は発達しないことはいうまで

もない7)8)。

また離乳のすすみ方、すなわち咀嚼能力の発達

のスピードにはかなり個人差があるので、実際の

すすめ方にはそれぞれの子どもに合ったものであ

ることが大切で、決 して画一的であってはならな

い。

したがって健全 な咀嚼能力を育成するために

は、離乳のすすめ方は個人個人のそのときの実際

の発達 レベルに応 じたすすめ方でなければならな

い。この意味では月齢による一律の計画離乳では

不適応児が出るので不適当である。しかし現状で

は 「計画離乳」の考え方がむしろ一般的である。

しかし実際には個人個人の能力に合わせたすすめ

方でないと成功 しないし、またそうしているのが

実態であると思われる。筆者はこのようなすすめ

方を計画離乳に対して 「自律離乳」7)と 名付けて

いるが、健全な咀嚼能力の獲得のためにも 「自律

離乳」ですすめる重要性を強調 しているところで

ある。

「歯ぐき食べ」が十分上手になれば咀嚼の基本

が獲得されたことになるが、 しかし後述のごとく

実際には遅れる傾向がみられ、また一般的に3歳

頃までは生理的に発達不十分で、離乳期の延長線

上にあると考えられる。すなわち咀嚼能力が不十

分なのである。

4.咀 嚼発達レベルの判定のめやすと実態9)

咀嚼の健全育成には上述のごとく、咀嚼の発達レ

ベルに合わせて離乳食の調理形態 をすすめなけれ

ばならないが、問題は咀嚼発達 レベルの評価法で

ある。 これ までは残念なが らこれ についての情報

が皆無であったので、 この点 を考慮 する ことな く

離乳食がすすめられていたのが実情 で、要 は食べ

られ さえすればよい とい うこ とで判断 されていた

のであ る。 したが って丸飲 みで も取 り込 まれさえ

すれば食べ られた調理形態 と受け取 られていたの

であ る。実際 にこのケースは少 な くな く、丸飲み

の摂食パ ターンの食習慣 の大 きな原 因 となってい

たと想像 される。

そ こで筆者 は離乳食摂食 中の乳児 の口 もとの観

察か ら、咀嚼発達の順序 の解明 と同時 にその発達

段階 を比較的容易に評価で きるようなチェックリ

ス トを考案 してみた。 これ を用 いれば食べている

乳児の口唇の動 きを注意深 く観 察す ればだいたい

キ ャッチで きるように思 われる。

本法 は咀嚼の発達段階 を表1の ご とく、① 口唇

食べ前期、② 同後期、③ 舌食べ期 、④歯 ぐき食べ

前期 、⑤ 同後期 、⑥乳歯食べ期 に区分 け し、それ

ぞれに該当す る項 目を表2のII.咀 嚼 の① ～⑥ のご

とく作成 した。実際 の観察 に当たってはこの① ～

⑥ までの項 目の うち どこまで可能 となっているか

で、それぞれ 「口唇食べ」 、 「舌食べ」、 「歯 ぐ

き食べ」 と評価す ればよいのである。 この評価 に

付 随 して、あ るいはその評価 の参考 として表2の

ごとく、口中への 「I.取 り込 み」、 「III.離 乳

食の硬 さ」、 「IV.離 乳 食の量」 「V.コ ップ飲

み」 の進行状 況につ いても咀嚼 のそれぞれの発達

段 階に相当す る項 目を表2の ご とく選定 し、これ

を表1の ごとく評価 した。 ここで評価法のVIと あ

るのはI～Vを 総合 して 「食べ方」の発達 と仮定

して、表 のように評価 した ものであるが、本稿 で

はII.咀 嚼 およびIII.硬 さについてのみ述べ、他項 は

省略 したい。

この評価 法 を用 い て離 乳期 におけ る 「口唇食

べ」 、 「舌食べ」、 「歯 ぐき食べ」の咀嚼発達 と

月齢 との関係 の実態 を調査 してみ た。 もちろん、

これ までは これにつ いての情 報 は皆無 で あった

が、従来の離乳食 の経験 か ら、常識的に離乳初期

(5～6ヵ 月)、 中期(7～8ヵ 月)、 後期(9

～11ヵ 月)が その順 で、それぞ れ 「口唇食べ」

期 、 「舌食べ」期、 「歯 ぐき食べ」期 に相当す る

のではないか と想像 していた。

その実態調査成績 を紹介す ると、都心部のA病

院出生児 の5～18ヵ 月 の乳児約350名 について食事

中の観察 による前期チ ェック リス トの回答 を集計

した。 この結果 では 「口唇 食べ」 が上手 にな る

(チ ェックリス トの②)の が5ヵ 月約50%、6ヵ
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月約75%、 「舌食べ」(同 ③)が 可能 となるのは

6ヵ 月約50%、7ヵ 月約80%、 と比較的早い。 し

か しその後の 「歯 ぐき食べ」 の開始(同 ④)は 遅

く、9～12ヵ 月 で約40～50%、18ヵ 月で約70%に

す ぎない。 さらにこれが上手になる(同 ⑤)は9

～12ヵ 月で約20%に す ぎなかった。(表3)さ らに

その後 の別の調査で主に12～24ヵ 月 児を調べた結

果では、 「歯 ぐき食べ」が上手になる(同 ⑤)の

は12ヵ 月 で約20%、15～18ヵ 月 で約60%、21～

24ヵ 月 で約80%と 、 その発達は予想以上 に緩徐 で

あった。以上 のように歯 ぐき食べの発達が遅 く、

それがで きるようになるのは早 くて も15～18ヵ 月

以降の ようで、24ヵ 月近 くになってもなお約20%

が未 熟 ない し不能 とい うことにな り、予想以上に

発達が遅れている とい えよう。

表1食 べ方評価法

VIは 「食 べ 方 」1～Vの 合計 点 ×0.9

離乳食 の硬 さの進 め方は逆 にかな り早 く、 「舌

でつぶれる硬 さ」が6ヵ 月で約90%、 「歯 ぐきで

つぶれる硬 さ」 が7ヵ 月で約60%、8ヵ 月で約80

%と な り、さらに 「成人 に近い硬 さ」 は9ヵ 月で

24%、10～12ヵ 月 で約60～80%で 、予想標準 よ り

も1ラ ンク早 い傾 向がみ られた。

これ とは別 にやや郊外 にある都立B病 院の出生

児 について も同 じような調査 をしてA病 院出生児

のそれ と対比 した。結果的 には差 はみ られず、同

じような傾 向がみ られた。両院 とも患者層 は一般

サラリーマ ン層が主体 であったので、都市 におけ

るこれ らの層 の離乳期 における咀嚼発達の最近 の

一般的傾向 とも考 えられ
、 とにか く、 「歯 ぐき食

べ」 の発達が遅 く、離乳食 の硬 さのすすめ方が早

す ぎることが特徴であるといえよう。

もちろん、離乳期 における咀嚼の発達 は離乳食

のすす め方の影響が大 きいので、その標準的な時

期 を特定す るためには、離乳が適切 にすすめ られ

ている乳児 についての正 しい観察が必要である。

この 目的 で都 内の乳児 院で施設長 が医師 であ

り、離乳管理が比較的適切 に行 われる と思われる

3施 設 の乳児の咀嚼発達 を同 じ方法で直接観察に

よ り調査 した。

観察 し得た症例 は56例 であ ったが、各機能 とも

だいたい予想標準値 に近い発達経過 を示 した。 こ

のうち咀嚼発達については、月齢別の平均指数で

み ると、5～6ヵ 月3.0(予 想 標準1～2)と や や

表2咀 嚼 ・食 べ 方 の チ ェ ッ ク リス ト
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早 く、11～12ヵ 月4.3(同5)と やや遅かったが、

他 はほ とんど標準通 りの経過であった。 また離乳

食の硬 さのすすみ方 もほぼ予想標準 に一致 した。

以上 のA・B病 院児 と乳児院児 の離乳食 の硬 さ

のすすみ方お よび咀嚼発達 を月齢別の平均発達指

数で比較 す る と、表4・5、 図3の ご とくであ

る。す なわち乳児 院児 は硬 さのすすめ方がほぼ予

想標準(ど ろ どろ→舌でつぶれる→歯 ぐきでつぶ

れる硬さがそれぞれ初期、中期、後期)で 、また

それによる咀嚼発達も予想標準に近かった。一方

A病 院児では離乳食の硬 さのすすめ方が著しく早

く、1ラ ンク早い傾向であった。そ してそれによ

る咀嚼発達とくに歯 ぐき食べの発達が遅れる傾向

で、両者の違いが明らかであった。

以上のことから歯 ぐき食べの発達が遅れやすい

傾向の大きな原因は早すぎる硬さのすすめ方にあ

表3II.咀 嚼

表4月 齢別平均発達指数

表5乳 幼院児の月齢別平均発達指数
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ると考 えてよいのではないか。 またこの ような傾

向 は母親 の育児競争 、つ ま り早 くすすむ ほどよい

とい う意識 や咀嚼力 をつ けるためには離乳期 か ら

硬 い もの を食 べ させ なけれ ばな らない とい う間

違 った情報 か らの短絡現象か も知れない。あるい

は軟 らかい離乳食作 りが面倒 なため という手抜 き

育児の可能性 もあるが、いずれに して も現代 の育

児 に潜在 している一般 的問題傾向のあらわれの一

っと筆者 は考えている。

5.1～2歳 児の食事における調理形態の重要性 と

咀嚼問題児の発生

筆者の調査 で判明 した ことは、歯 ぐき食べの発

達 の遅れ る子 が意外 に多 く、またその発達が緩徐

なことであった。24ヵ 月でなお約20%が 未 発達で

あったが、向井 ら10)(1985年)の 保健所健診時の

調査 でも、 「あ まりか まない」か 「ほ とんどか ま

ない」が1歳6ヵ 月で約60%、2歳 ～2歳6ヵ 月

で約30%、2歳7ヵ 月 ～3歳 で約25%あ っ た と

し、また前記の母子衛生課 の調査2)(1985年)で

も 「よ くか まない」 などは1歳6ヵ 月～12ヵ 月 未

満約40%、2歳 ～2歳6ヵ 月未満約30%、2歳

a)離 乳食の硬さ

b)咀 嚼発達

図3 発達経過の比較(発達指数月齢平均)

6ヵ 月～4歳6ヵ 月未満約30～20%で あ ったとし

て、 このことを物語 っているようである。

「歯 ぐき食べ」の未熟 な子に相対的に硬 いもの

や量 を与えようとすれば、 「丸飲み」かそれに近

い手法で食べ ることを トレーニ ングする結果 とな

る。筆者 らの調査で も 「咀嚼」 と 「嚥下」 は必ず

しも平行 して発達する とは限 らず、 トレーニング

すればむ しろ後者の方が速い傾 向がみ られ、例 え

ば咀嚼が発達 しないで代 わ りに嚥下のみが異常 に

発達 して 「丸飲み」が上手 になる ようである。筆

者 は咀嚼発達の臨界期は18～24ヵ 月 ごろと考 えて

いるが、 このような丸飲みや下手な食べ方が2歳 過

ぎまで続 き、それが習慣化すれば、それか ら後 の

その子の生涯の摂食パ ター ンとなる可能性が十分

想像 される。 この意味 では離乳期～24ヵ 月の食事

の調理形態のすす め方は きわめて重要であ り、よ

くかめない子、か まない子の第1の 原因はこの時期

にある と考 える。 この時期 まで に十分咀嚼の基礎

ので きない子はその後、年長 になってか らよくか

める よう トレーニ ングしようとして も実効 をあげ

にくくなる と考えられる。

咀嚼問題児 にはかめない子 と飲み込 まない子 と

がある。 また前者には実際にかむ能力が ない子 と

能力はあるがその気 のない子 とがある。実際には

前者は少 な く大部分 は後者であるが、 しか し歩か

ない子 は足が弱 くなるように、かまなければその

能力は発達 しないので、結果的には後者 もかめな

い子 と同 じであ り、程度の差 はあれかむのが下手

な子 であることには違いない。

飲み込 めない子に も食品が飲 み込める形 になる

までの咀嚼がで きない場合 と、飲み込みた くない

(食べた くない)場 合 とがあ る。前者は咀嚼の未

熟 なためで、後者は食欲以上に食べ させ ようと強

制 す る場合 にみ られる、い わば給 食者側 の問題

(も っとも小食の原因によることも多い)で ある

ので、これは咀嚼問題児 と区別す る必要がある。

上記の咀噛問題児 としてのか まない、飲 み込 ま

ない は、 いずれ もかむのが下手 で1歳 代 までの

「歯 ぐき食べ」が十分発達 していない ことが第1次

原 因 と考 えられる。保育園では 「丸飲み」 と 「飲

み込 めない子」が咀嚼の2大 問題児 として注 目さ

れているが、いずれ も歯 ぐき食べの発達不 良が基

本原 因 となっていると考え られている。そ して一

般に 「丸飲み」 の子 は食欲 の比較的旺盛 な子 に多

く、 また親の食べ させ方(急 がせる、親 自身が早

食べ)、 子の性格特性(集 中力や安定性 に欠けや

すい)も 誘因 とな りやすい。 また 「飲み込めない

子」 は食欲の乏 しい小食の子 に多い。強いて食べ

ようと努力 しないか らであるが、消極的 な性格傾
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向 などもその誘因 とな っている。 これらについて

は村上 ら11)の実 践的研究が示唆的である。

6.健 全な咀嚼発達条件

小児 が健全 な咀嚼能力 を獲得するために必 要な

諸条件 を次に簡単にまとめてみたい。

(1)咀 嚼 能力は発達現象 という理解…… したがっ

て発達 に応 じた対応 が不可欠で、離乳期 にスルメ

を与えた り、発達 レベルを無視 してただ硬い食 品

を与えればよい とい う短絡的 なや り方 は有害であ

る。

(2)離 乳 の適切 なすすめ方…… この時期 の咀嚼の

健全な発達がその後の基礎 とな り、 とくに歯 ぐき

食べ の十分 な発達が重要。

(3)咀 嚼 トレーニ ング……健全 な咀嚼能力 を養成

す るにはやは りトレーニ ングが大切 である。 しか

しこれは 「歯 ぐき食べ」が上手にな り、咀嚼の基

本が獲得 で きてか らで、普通は早 くても1歳6ヵ

月以降 と考 えた方が よい。それ以前 は トレーニ ン

グとい う概念 にはな じまず、離乳食 を適切 にすす

める と表現 した方が誤解 が少ない。

また離乳期以降幼児期 に入って も1～2歳 児 の

咀嚼発達 はきわめて緩徐であ り、個人差の大 きい

ことをまず認識する必要がある。年齢で画一 的に

考えるこ とな く、実際 の個々の子 どもの発達 レベ

ルに応 じた調理形態 、 トレーニ ングを配慮 しなけ

ればな らない。少な くとも3歳 頃を過 ぎる までは

咀嚼能力は未熟 と考 えた方が よい。

そ して幼児期前半 におけ る咀嚼 の発達 とは、咀

嚼 「力」 とい うよ りも 「調整 ・維持力」 の発達で

ある。子 どもは1歳 半 ～2歳 にかけてお もちゃな

どを しきりにか もうとす るが、たぶんかむことの

感覚 を トレーニ ング しているのであろ う。 これ に

始 まり食品のいろいろの物性 を体験 するこ とによ

り、その 口内感触 、かみ具合、飲み込 み具合、硬

さの感覚 などを体験 し、それに応 じた食べ方 を ト

レーニングしてい くと思われる。 したがって、豊

富 な各種の食 品体験が必 要であるし、その発達 に

はか な りの年月が かか る と考 えなければ な らな

い。それは単 なる咀嚼 「力」 ではない。例 えば熱

い湯は2～3歳 までは少 なくとも飲めない。それが

成長 と共に飲め るようになる(5～6歳 頃か?)の

は 口の中の湯 を巧みに ころが して対応 で きるよう

になるか らである。 これができるためには数年の

体験 と トレーニングが必 要なわけで、成人 にも見

られ るいわゆる 「猫舌」 は要す るに トレーニ ング

不足 によるこの機能の発達障害 と考 えてよいであ

ろう。

もちろん硬 い物 をかむこ とによって咀嚼 「力」

が養われる し、かむのに時 間のかかる もの(野 菜

など)で は維持力が養 われるので、いず れに して

も咀嚼の発達 には硬い物 というよ りも幅広 い食品

体験 と年月が必要である。

(4)よ い食習慣 の確立…… よくかむか否かは食事

習慣 でもある。 これは3歳 頃 までに形成 され、その

子の生涯の摂食パ ター ンとして定着 するので、 こ

の頃 までによ くかむ習慣 をつけ ることが大切であ

る。それには家庭での親 の食事態度 もモデルと し

て重要な教育的意味 をもつことになる。

また食べ方 は歩行 と同 じように退行 しやすい機

能 なので、これ らの食事体験 は習慣 として持続性

が必 要である。

(5)食 欲 の発達 と楽 しい食事…… これが よくかむ

ことの最 も重要 な動機 となる。近年 は管理 しす ぎ

の食卓傾 向(強 制的な食事傾向)や それに伴 う食

欲の乏 しい子が多 くなったが、 この ことが咀嚼問

題児の大 きな原因 となってい ると考 え られ る。 こ

のため食事 は楽 しさが最優先 されるべ きであ る。

これ までの栄養常識 では栄養素の充足 を最優先す

る余 り、 ともすれば楽 しさが犠牲 に され る傾向の

あったことが大いに反省 され るべ きである。

7.終 わりに

小児 の健康 とい うこ とを中心 に咀嚼問題 を考え

る場合 には、 まずそれが発達現象 であることを理

解することが第1で 、そのうえでそれに応 じた対応

が大切 である。そ して2～3歳 頃までに健全な咀

嚼能力 の基礎 をつ くることが不可欠 で、 またそれ

は咀嚼 「力」ではな くて調整力 であることを強調

したい。
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